
鳥
取
市
で
は
現
在
、
そ
う
し
た
理
想
的
な
地
域
の
在

り
方
、
鳥
取
力
の
向
上
を
目
指
す
各
種
取
り
組
み
が
、

多
角
的
に
リ
ン
ク
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

鳥
取
自
動
車
道
の
全
通
は
、
そ
れ
ら
諸
施
策
・
諸

事
業
へ
の
大
き
な
追
い
風
と
な
る
「
ま
さ
に
好
機
」

（
竹
内
市
長
）と
い
え
る
の
だ
。

若
者
の
定
住
化
推
進
は
地
域
力
の
要

　
「
地
域
経
済
の
振
興
・
活
性
化
と
と
も
に
、
鳥
取
力

の
向
上
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
私
が
着
目
す
る
の

は
、
単
な
る
人
口
増
で
は
な
く
若
者
た
ち
の
定
住
化

促
進
で
す
」と
竹
内
市
長
は
言
う
。
鳥
取
市
は
平
成
16

年
11
月
に
１
市
８
町
村
に
よ
る
大
型
合
併
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
市
域
は
従
来
の
３
倍
近
い
７
６
５
・
66
㎢

と
な
り
、
約
15
万
人
だ
っ
た
人
口
は
初
め
て
20
万
人

台
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
漸
減
し
、
現

在
で
は
19
万
人
台
に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
流
出
率

の
高
い
の
が
20
代
・
30
代
の
若
者
世
代
だ
。

　

Ｉ
タ
ー
ン
組
・
Ｕ
タ
ー
ン
組
も
含
め
た
若
者
た
ち

の
定
住
化
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
雇
用
の
場
の
確
保（
地

域
経
済
の
振
興
）
は
必
須
条
件
だ
が
、
若
者
た
ち
の

定
住
化
促
進
に
は
、
さ
ら
に
多
彩
な
地
域
の
魅
力
の

発
信
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
が
持
つ
財
産

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
作
業
と
と
も
に
、
新
た

な
魅
力
づ
く
り
も
同
時
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

若
者
た
ち
の
定
住
化
促
進
は
前
述
し
た
「
都
市
と

し
て
の
循
環
力
」
の
向
上
と
い
う
意
味
で
も
要
と
な

る
。
若
い
世
代
が
地
域
に
根
付
き
、
就
職
し
、
結
婚

し
て
子
育
て
を
行
い
、
そ
の
環
が
次
世
代
へ
、
さ
ら

に
そ
の
次
世
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

都
市
と
し
て
の
循
環
力
の
根
幹
は
失
わ
れ
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
鳥
取
市
が
推
進
す
る
若
者

の
定
住
化
施
策
の
柱
が
、
公
募
推
薦
参
加
者
に
よ
る

「
鳥
取
市
若
者
会
議
（
以
下
、
若
者
会
議
）」「
若
者
の

た
め
の
鳥
取
塾（
以
下
、
鳥
取
塾
）」の
実
施
で
あ
る
。

　

若
者
会
議
は
鳥
取
市
に
居
住
す
る
若
者
た
ち
が
、

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
次
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
共
に

鳥
取
自
動
車
道
が
地
域
力
向
上
に
追
い
風

　

鳥
取
市
を
訪
問
し
た
当
日
（
３
月
22
日
）、
Ｊ
Ｒ
鳥

取
駅
を
背
に
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
（
駅
前
通
り
・
本

通
り
）
を
真
っ
す
ぐ
進
み
、
市
街
地
の
シ
ン
ボ
ル
の

一
つ
で
あ
る
鳥
取
城
跡
に
向
か
っ
て
歩
く
道
す
が

ら
、
そ
こ
こ
こ
で
目
に
付
い
た
の
が
「
祝
・
鳥
取
自

動
車
道
開
通
」
の
立
て
看
板
だ
っ
た
。
立
て
看
板
に

は
取
材
日
の
翌
日（
３
月
23
日
）に
、
高
規
格
幹
線
道

路
の
予
定
路
線
と
し
て
昭
和
62
年
に
計
画
が
発
表
さ

れ
て
以
来
26
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
、
鳥
取
自
動
車

道（
兵
庫
県
・
佐
用
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
鳥
取
Ｉ
Ｃ
約
62
㎞
）が

全
通
す
る
と
い
う
告
知
が
大
き
く
書
か
れ
て
い
た
。

　

鳥
取
自
動
車
道
は
、
実
は
鳥
取
市
〜
姫
路
市
を
１

本
で
結
ぶ
中
国
横
断
自
動
車
道
・
姫
路
鳥
取
線（
総
延

長
約
87
㎞
）の
主
要
部
分
で
も
あ
る
。
中
国
横
断
自
動

車
道
・
姫
路
鳥
取
線
は
、
残
さ
れ
た
佐
用
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜

播
磨
Ｊ
Ｃ
Ｔ
区
間
が
平
成
32
年
度
中
に
は
つ
な
が

り
、
全
通
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
利
便
性
は
よ
り
増
す

こ
と
に
な
る
が
、
鳥
取
市
お
よ
び
周
辺
地
域
の
人
々

に
と
っ
て
、
何
は
さ
て
お
き
、
今
回
の
鳥
取
自
動
車

道
の
全
通
そ
の
も
の
が
長
年
の
悲
願
だ
っ
た
。

　
「
鳥
取
自
動
車
道
の
全
通
に
よ
り
、
山
陽
自
動
車

道
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
、
山
陰
自
動
車
道
が
一
気

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
鳥
取
〜
大
阪
間
は

２
時
間
半
で
結
ば
れ
る
。
岡
山
や
神
戸
も
鳥
取
か
ら

３
時
間
以
内
の
エ
リ
ア
に
な
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
今
回
の
鳥
取
自

動
車
道
の
全
通
は
、
高
速
交
通
網
か
ら
久
し
く
取
り

残
さ
れ
て
い
た
鳥
取
市
お
よ
び
周
辺
地
域
が
、
全
国

を
結
ぶ
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
初
め
て
直
結
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す
。
そ
の
喜
び
が
ま
ず
私

た
ち
に
は
非
常
に
大
き
い
」

　

そ
う
語
る
竹
内
功
・
鳥
取
市
長
は
、
鳥
取
自
動
車

道
の
全
通
に
よ
る
波
及
効
果
で
期
待
す
る
の
は
「
直

接
的
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
と
観
光
振
興
へ
の
波

及
効
果
」だ
が
、
ひ
い
て
は「
私
た
ち
が
現
在
力
を
入

れ
て
い
る
《
鳥
取
力
》
全
般
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
、
こ
れ
が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
」と
続
け
た
。

　

鳥
取
力
と
は
平
成
22

年
４
月
に
始
ま
っ
た
竹
内
市

政
３
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

あ
る
言
葉
で
、「
鳥
取
市
の
総
合
的
な
地

域
力
」を
指
す
。
こ
の
地
域
力
と
は
、
都
市
と
し

て
の
循
環
力
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
一
定
数
以
上
の
人
口
規
模
が
、
老
若
男
女

の
よ
り
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
構
成
で
成
り
立
ち
、
そ
の

人
口
構
成
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
の
産
業
が
市
域
で
安

定
的
か
つ
継
続
的
に
振
興
し
、
雇
用
の
場
が
常
に
確

保
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
衣
食
住
の
循
環
が
成
長

力
を
伴
い
な
が
ら
、
自
然
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
力
。

（鳥取県）

暮
ら
し
を
支
え
、
夢
を
か
な
え
る

地
域
力
の
総
合
的
再
構
築
と
創
造

市 政 ル ポ 鳥
と っ と り

取市

竹
たけうち

内 功
いさお

鳥取市長

笑顔に満ちた鳥取自動車道の全通セレモニー

平成22年、世界ジオパークネットワークに認定された鳥取砂丘を含む「山陰海岸
ジオパーク」

鳥取県出身のマンガ家をゲストに市民との交流を行った「鳥取市マンガフォーラム」
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（鳥取県）

考
え
、
鳥
取
市
に
対
し
て
意
見
・
提
言
を
実
施
す
る

た
め
の
場
で
あ
る
。
平
成
18
年
度
か
ら
発
足
し
た
。

２
年
間
を
１
期
と
し
、
現
在
、
４
期
目
が
実
施
さ
れ

て
い
る
（
平
成
26
年
３
月
ま
で
）。
４
期
目
の
メ
ン

バ
ー
21
人
（
社
会
人
13
名
、
学
生
８
名
、
そ
の
う
ち

８
名
が
女
性
）
は
Ａ
〜
Ｃ
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
今
あ
る
観
光
資
源
の
活
用
方
策
」「
中
心
市
街
地
の

ニ
ー
ズ
把
握
」「
若
者
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
。
各
グ
ル
ー
プ
は

テ
ー
マ
ご
と
に
調
査
・
研
究
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
繰
り
返
し
、
グ
ル
ー
プ
会
議
、
リ
ー
ダ
ー
会
議
な

ど
で
の
議
論
を
通
じ
て
練
り
上
げ
た
意
見
を
、
鳥
取

市
に
随
時
、
提
言
し
て
い
く
。

　

ち
な
み
に
１
期
〜
３
期
ま
で
の
若
者
会

議
の
主
要
活
動
テ
ー
マ
は
「
観
光
振
興
に
よ

る
鳥
取
市
の
活
性
化
」「
※
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥

取
の
支
援
と
地
域
活
性
化
」「
若
者
の
定
住

化
と
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
」「
地
域
の
食

材
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
」「
中
山
間
地

域
の
活
性
化
」「
※
白
兎
地
域
の
活
性
化
」な

ど
、
鳥
取
市
の
地
域
課
題
が
多
角
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
研
究
成
果
が
提
言
さ
れ
た
。

上
記
※
の
付
い
た
提
言
の
ほ
か
、
実
際
に

市
の
施
策
に
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
活
動
に
対
し
て
は
、
市
か
ら
若

者
会
議
全
体
に
30
万
円
の
活
動
補
助
金
お

よ
び
、
各
人
に
毎
月
３
０
０
０
円
の
報
奨

金
が
支
払
わ
れ
る
。

　

一
方
の
鳥
取
塾
は
平
成
24
年
10
月
に
発

足
し
た
（
公
募
参
加
者
は
30
代
ま
で
の
約
50

人
）。
１
期
の
実
施
期
間
は
半
年
で
、
現
在
２
期
目

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
活
動
内
容
は
提
言
型
の
若
者

会
議
と
違
い
、
座
学
を
中
心
に
、
鳥
取
市
の
市
政
や

地
域
課
題
な
ど
を
学
ぶ
。

　
「
鳥
取
塾
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
は

鳥
取
塾
で
地
域
の
現
況
を
学
ん
だ
有
志
が
若
者
会
議

へ
と
移
行
し
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
貢
献
を

し
て
く
だ
さ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
育
成
さ
れ
、
自
然

に
輩
出
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
連
環
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
竹
内
市
長
）

　

鳥
取
市
が
行
う
若
者
の
定
住
化
施
策
と
し
て
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
向
け
の
住
宅
支
援
事
業
補
助

金
制
度
や
、
地
元
大
学（
鳥
取
環
境
大
学
、
鳥
取
大
学
）

お
よ
び
専
修
学
校
卒
業
生
の
市
内
企
業
へ
の
就
職
奨

励
金
制
度
な
ど
、
若
者
の
「
お
得
感
」
を
刺
激
す
る
直

接
的
な
手
法
も
も
ち
ろ
ん
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
直
接
的
手
法
を
制
度
化
す
る
だ

け
で
事
足
れ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
若
者
会
議
や

鳥
取
塾
の
よ
う
な
、
地
域
に
必
要
な
人
材
育
成
を
定

住
化
施
策
の
む
し
ろ
根
幹
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、

旧
城
下
町
の
藩
校
の
伝
統
を
も
想
起
さ
せ
る
。
時
間

や
手
間
暇
は
掛
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆
に
非
常

に
地
に
足
の
着
い
た
、
建
設
的
な
手
法
と
い
え
る
。

　

平
成
16
年
の
合
併
で
鳥
取
市
は
市
域
の
約
90
％
が

中
山
間
地
域
と
な
り
、
現
在
、
人
口
の
約
半
数
が
中

山
間
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
広
大
な
中
山
間

地
域
へ
の
Ｉ
タ
ー
ン（
田
舎
暮
ら
し
希
望
者
）・Ｕ
タ
ー

ン
に
よ
る
移
住
・
定
住
化
施
策
（
平
成
18
年
度
〜
24

年
度
ま
で
の
７
年
間
で
４
３
５
世
帯
９
６
４
人
の
移

住
・
定
住
が
実
現
）
な
ど
と
併
せ
て
、
人
材
育
成
と

セ
ッ
ト
で
進
め
ら
れ
る
鳥
取
市
の
若
者
定
住
化
施
策

の
今
後
の
推
移
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

雇
用
確
保
と 

新
た
な
産
業
創
造
で
図
る
活
性
化

　

地
域
活
性
化
お
よ
び
若
者
の
定
住
化
促
進
の
必
須

条
件
で
あ
る
雇
用
の
場
の
創
設
は
、
全
国
の
都
市
に

共
通
す
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
鳥
取
市
は
具
体
的

な
雇
用
創
造
目
標
の
数
字
を
立
て
な
が
ら
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
多
角
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
平
成
22
年
６
月
に
鳥
取
市
雇
用
創
造

戦
略
方
針
を
策
定
し
、
平
成
25
年
度
ま
で
の
４
年
間

で
２
０
０
０
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
約
半
分
の
雇
用
は
、
特

に
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ
る
成
長
産
業
（
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
生
活
関
連
産
業
、
保
健
医
療
福
祉

関
連
産
業
、
観
光
産
業
な
ど
）
の
誘
致
や
活
性
化
な

ど
に
よ
っ
て
創
出
す
る
こ
と
と
し
、
残
り
半
分
は
地

域
の
産
業
全
般
の
底
上
げ
そ
の
ほ
か
に
よ
る
雇
用
創

出
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
竹
内
市
長
）

　

鳥
取
市
は
当
初
、
雇
用
目
標
を
２
０
０
０
人
と
し

て
い
た
と
い
う
。
だ
が
そ
の
目
標
が
早
々
に
達
成
さ

れ
た
た
め
、
５
０
０
０
人
の
雇
用
に
上
方
修
正
。
鳥

取
自
動
車
道
の
全
通
を
目
前
に
し
た
平
成
24
年
度
だ

け
で
７
社
（
お
菓
子
工
場
、
事
務
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

雇
用
創
出
予
定
は
７
社
で
約
１
０
０
０
人
）
の
進

出
が
決
ま
る
な
ど
、
目
標
通
り
、
今
年
度
中
に
は

５
０
０
０
人
の
雇
用
が
実
現
す
る
見
込
み
だ
。

　

一
方
で
市
内
東
部
に
立
地
し
、
長
年
に
わ
た
り
数

千
人
単
位
の
大
量
雇
用
を
引
き
受
け
て
き
た
三
洋
電

機
の
工
場
が
平
成
24
年
４
月
に
閉
鎖
。
県
外
へ
の
配

置
転
換
を
中
心
と
す
る
再
編
が
行
わ
れ
た
結
果
、
従

業
員
の
県
外
へ
の
移
転
お
よ
び
大
量
の
離
職
者
（
総

計
７
４
０
名
）
が
出
る
と
い
う
事
態
が
持
ち
上
が
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
鳥
取
市
と
し
て
は
、
５
０
０
０
人
の

雇
用
創
出
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
な
る
雇
用
の
拡
大

を
実
現
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
後

注
目
さ
れ
る
施
策
の
一
つ
に
、
平
成
27
年
度
分
譲
開

始
を
目
標
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
鳥
取
自
動

車
道
・
河
原
Ｉ
Ｃ
隣
接
地
の
「
河
原
イ
ン
タ
ー
山
手

工
業
団
地
」に
お
け
る
分
譲
面
積（
約
６
・
６
ha
）の
造

成
事
業
が
あ
る
。

　

鳥
取
自
動
車
道
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
ア
ク
セ
ス

面
の
利
便
性
、
物
流
面
で
の
優
位
性
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
同
工
業
団
地
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
液
晶
産
業
な
ど

の
特
定
分
野
の
支
援
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
取
り

組
み
強
化
な
ど
特
色
あ
る
工
業
団
地
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
は
ま
さ
に
時
宜
に
か
な
っ
た
試
み
と
い
え
る
。

　

植
物
工
場
を
核
と
す
る
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
事

業
を
、
鳥
取
市
雇
用
創
造
協
議
会（
会
員
は
鳥
取
市
・

鳥
取
商
工
会
議
所
、
鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

鳥取市の活性化を論じ合う鳥取市若者会議の若者議会小中学生に本物の芸術に直接触れる機会を提供する「青少年への文化芸術提供事業」

小学生による「中山間地域ふるさと体験活動」の模様 鳥取の市街地を見渡す鳥取城跡（久松山）は市民・観光客の憩いの場
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鳥取市　市 政 ル ポ

（鳥取県）

す
る
た
め
、
数
カ
月
ず
つ
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
逆
に
そ
の
空
白
期
間
が
砂

像
フ
ァ
ン
に
一
種
の
飢
餓
感
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
も

あ
る
ら
し
く
、
展
示
期
間
中
は
連
日
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
の
が
常
だ
。

　

鳥
取
市
の
魅
力
発
信
事
業
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ

う
な
も
の
も
あ
る
。

◇
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
と
連
携
し
た
に
ぎ
わ
い
創
造

事
業
│
│
平
成
23
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
Ｊ
２
に
昇
格

し
た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
・
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
を

活
用
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
な
ど
、
多
角
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◇
鳥
取
の
ス
ト
ー
リ
ー
公
募
漫
画
制
作
事
業
│
│
世

界
的
に
知
ら
れ
る
谷
口
ジ
ロ
ー
氏
を
は
じ
め
、
鳥

取
市
は
多
く
の
漫
画
家
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
こ

で
平
成
24
年
か
ら
鳥
取
市
主
催
で
、
鳥
取
を
舞
台

に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
全
国
か
ら
公
募
。
鳥
取
ゆ

か
り
の
漫
画
家
が
漫
画
作
品
化
し
、
出
版
す
る
事

業
を
開
始
。

◇
「
エ
ン
ジ
ン
02
」
の
取
り
組
み
│
│
「
エ
ン
ジ
ン
01

文
化
戦
略
会
議
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
鳥
取
」（
平

成
23
年
）
の
成
果
を
継
承
し
、
新
た
な
食
資
源
発

見
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
25
年
８
月
24
〜
25
日
に
「
エ
ン
ジ
ン

02
鳥
取
・
食
の
ま
つ
り
２
０
１
３
」を
実
施
。

◇
環
日
本
海
経
済
交
流
の
推
進
│
│
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
市
、
中
国
・
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
な

ど
日
本
海
に
面
す
る
外
国
都
市
と
の
連
携
の
下
、

市
内
企
業
と
環
日
本
海
諸
国
と
の
経
済
交
流
を
推

進
。
平
成
25
年
度
中
に
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も

設
置
さ
れ
る
予
定
。

　

そ
の
ほ
か
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
後
の
発
信
事
業
、
鳥
取

市
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
・
発
信
事
業
な
ど
、
鳥
取
市
で

は
現
在
、
多
彩
な
発
信
事
業
が
同
時
並
行
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
『
さ
き
ど
り
・
鳥
取
市
』
と
自
称
し
て

い
る
の
で
す
が
（
笑
）、
鳥
取
市
は
地
域
活
性
化
や
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
常
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま

す
」（
竹
内
市
長
）

　

市
長
の
言
葉
通
り
、
鳥
取
市
に
は
今
、
地
域
を
活

性
化
さ
せ
、
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
芽
が

多
彩
に
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
動

き
は
、
互
い
に
連
関
し
て
い
る
事
例
が
目
立
つ
。
前

述
の
人
材
育
成
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
若
者
定
住
化
施

策
や
、
小
中
学
生
を
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
さ
せ
る
試
み
な
ど
、
長
い
ス
パ
ン
を
見
据
え

た
戦
略
的
な
意
図
に
基
づ
く
事
例
が
多
い
の
も
特
徴

的
だ
。
ま
さ
に
鳥
取
力
の
向
上
を
重
層
的
に
目
指
す

「
先
取
り
・
鳥
取
市
」の
面
目
躍
如
と
い
え
る
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

８
団
体
。
会
長
は
竹
内
市
長
）
の
雇
用
創
出
実
践
メ

ニ
ュ
ー
の
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年
12
月
か
ら
27
年

３
月
ま
で
実
施
さ
れ
る
「
ま
ち
な
か
植
物
工
場
」
の
実

証
実
験
が
面
白
い
。
た
ま
た
ま
そ
の
現
場
を
取
材
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、「
ま
ち
な
か
植
物
工
場
」
と
は

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
野
菜
の
小
規
模
な

生
産
工
場
（
市
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
製
造
会
社
が
開
発

し
た
直
管
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
い
、
ル
ッ
コ
ラ
や

レ
ッ
ド
メ
ロ
ン
な
ど
を
栽
培
す
る
シ
ス
テ
ム
）
で
あ

る
。
空
き
店
舗
を
使
う
こ
と
で
初
期
投
資
が
少
な
く

済
む
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
中
心
市
街
地
の
空
き
店

舗
対
策
に
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
同
事
業
は
国
の
採
択
を
受
け
た
実
践
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
と
し
て
、
平
成
26
年
度
ま
で
取

り
組
ま
れ
る
予
定
だ
。

　

竹
内
市
長
は
「
こ
の
事
業
は
鳥
取
市
独
自
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
全
国
の
空
き
店
舗
対
策
は
も
と
よ

り
、
で
き
れ
ば
世
界
に
向
け
て
も
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。
実
際
、
実
証
実
験
の
際
に
も
、

わ
ず
か
40
㎡
の
工
場
に
４
名
の
離
職
者
雇
用
が
で
き

た
。
市
内
空
き
店
舗
や
空
き
工
場
、
自
社
事
務
所
内

な
ど
で
植
物
工
場
を
運
営
す
る
企
業
や
、
市
内
レ
ス

ト
ラ
ン
店
舗
内
に
導
入
す
る
飲
食
業
者
に
よ
る
雇
用

創
造
が
図
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
植
物
工
場
の
普
及
に
相
ま
っ
て
植
物
工
場

用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
に
よ
る
市
内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
関
連
企
業

で
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
の
平
成
24
年
度
に
進
出
決
定
し
た

「
お
菓
子
工
場
」
の
事
例
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
き
た

い
こ
と
が
あ
る
。
同
工
場
の
建
物
は
、
実
は
進
出
企

業
の
注
文
に
応
じ
て
鳥
取
市
が
建
設
し
た
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
賃
貸
工
場
な
の
だ
。「
進
出
企
業
の
初

期
投
資
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
試
み
」（
竹
内
市

長
）
と
の
こ
と
だ
が
、「
ま
ち
な
か
植
物
工
場
」
な
ど

も
含
め
、
鳥
取
市
の
雇
用
創
出
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー

チ
の
方
法
は
こ
の
よ
う
に
、
実
に
多
彩
、
か
つ
創
意

工
夫
に
富
ん
だ
事
例
が
多
い
。

重
層
的
な
魅
力
発
信
は
鳥
取
力
の
証

　

多
彩
か
つ
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
施
策
と
い
う
意
味

で
は
、
鳥
取
市
の
魅
力
を
全
国
発
信
す
る
各
種
の
取

り
組
み
が
ま
さ
に
典
型
。
そ
の
筆
頭
格
と
し
て
ま
ず

挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
芸
術
的
な
砂
像
を

展
示
す
る
鳥
取
砂
丘「
砂
の
美
術
館
」で
あ
る
。
全
天

候
型
の
屋
内
施
設
と
し
て
は
平
成
24
年
の
オ
ー
プ
ン

だ
が
、
平
成
18
年
か
ら
同
地
で
毎
年
、
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
砂
像
彫
刻
家
を
招
き
、
意
欲
的
な
作
品
展

示
を
行
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
美
術
館
オ
ー
プ
ン

後
は
第
１
期
展
示「
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」に
始

ま
り
、「
世
界
遺
産
・
ア
ジ
ア
編
」「
砂
で
世
界
旅
行
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
編
」「
同
・
ア
フ
リ
カ
編
」「
同
・
イ
ギ

リ
ス
編
」
と
数
カ
月
ず
つ
展
示
し
て
き
た
。
現
在
は

「
砂
で
世
界
旅
行
・
東
南
ア
ジ
ア
編
」（
平
成
26
年
１

月
５
日
ま
で
）を
展
示
中
だ
。

　

展
示
期
間
が
終
わ
る
た
び
に
新
た
な
砂
像
を
制
作

期間中約40万人もの観客を集める「鳥取しゃんしゃん祭り」（８月10〜15日）

空き店舗を活用して野菜を栽培する「まちなか植物工場」

プロサッカーＪ２・ガイナーレ鳥取と連携したにぎわい創造事業は老若男女を問わ
ず大人気

世界的な砂像アーティストの手で制作される「砂の美術館」の砂像
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